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小寺謙吉と小寺文庫寄贈の経緯
中 西 裕
はじめに
早稲田大学図書館が収蔵する社会科学系蔵書の一大コレクション、「小寺文庫」は
小寺謙吉の寄贈になるものである。この文庫は 3万6000冊を越える膨大なものであ
るが、それが個人の選択になることには畏怖をすら感じる。
1991年 4月の早稲田大学総合学術情報センター開館に際して小寺謙吉の令甥小寺
祐吉氏に来館いただいたのを機会に、 4月13日、図書館会議室において、洞富雄元
教授、村井由敬語学教育研究所事務長、藤巻、中西の四名が、氏から謙吉について
の思い出などをうかがうことができた。
謙吉と一緒に暮らしたこともある氏ならではの貴重なエピソードなど、初めてう
かがうことが多く、有意義な時を過ごすことができた。ただ、急なことで当方の準
備が行き届かず、うかがうべくしてうかがいそこねたことが多く、せっかくのご厚
向って左より村井、小寺祐吉氏、涸元教授、中西
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意を十分に生かすことができなかったのが遺憾であった。そこで、改めて文献上の
調査を行い、これに当日得ることのできた資料をまじえて、謙吉の生涯の概略をた
どり、また小寺文庫の寄贈の事情についての考察をも試みることにした。
謙吉の一人娘小寺泰子氏も数年前に独身のまま亡くなって直系が絶え、秘書とし
て傍にあった人物も世を去ったということで、こうした試みがもう少し早く行われ
ていれば、との感を深くするが、謙吉の風貌を紡彿とさせる祐吉氏から直接に貴重
なお話をうかがえたことはありがたいことであった。小寺祐吉氏に対してあらため
てお礼を申し上げます。
謙吉のおいたち
小寺謙吉は1877(明治10)年 4月14日神戸市生田区中山通五丁目に生まれた。小
寺家は1633(寛永10)年の九鬼氏の三田藩への移封以来、代々九鬼氏に仕えた士族
の家である。 (I)
謙吉の父泰次郎は1863(天保 7)年に生まれた。経理のオが豊かであったため、
当時の藩主九鬼隆義に重用された。九鬼は開明的な藩主として知られる。志摩三商
会を1868年に設立して、神戸港地区を買収した先見性はその一端を示すものである。
泰次郎自身も神戸港の将来性に目をつけ、土地買収に力をふるい、一代にして巨万
の富を築きあげた。 1876年に構えた邸が今日の相楽闊である。謙吉はこの邸で生ま
れたのである。泰次郎はのちに県会議員、県会副議長、神戸市会議長などを務めて
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いる。謙吉は父親から政治家としての
血を受け継いだわけである。
泰次郎は、先妻美保との間に一女、
後妻いせとの間に二女四男をもうけた。
謙吉はその長男にあたる。豊かな家に
生まれて何不自由ない生活を送ること
ができたことが、謙吉の、小事にこだ
わらない、稀落な性格形成に寄与した
ことは明らかであろう。学歴ひとつを
とってみても当時としては破格なもの
である。謙吉は神戸市立尋常高等小学
校を経て1894(明治27)年、兵庫県立
神戸商業学校を卒業した。当時の神戸
では唯一の中等学校であった。翌々年
上京して杉浦重剛の称好塾に入り、語
学の研鑽に励んだ。 97(明治30)年渡米し、 1900(明治33)年コロンビア大学法学部
を卒業、翌年には同大学高等法学部を卒業してドクター ・オプ ・シビルローの学位
を得たのち、ジョンス ・ホプキンス大学大学院に入り、ウイロビー教授のもとで政
治学を学んだ。
1902年には政治学 ・公法学を研究するためにドイツに渡り、ハイデルベルク大学
に入学した。ここでは著名なゲオルク・イェリネック教授のもとで国法学などを学
び、翌年ウイーン大学法学部に入学し、 1904にはスイスのジュネーブ大学に入学し
てジャンテ教授に就いて国際法学を学んでいた。
ところが、日露戦争の勃発によって謙吉は父に呼び戻され従軍することになる。
「金持ちのボンチは結構だ。召集を避けるために外国に遊学している」との世間の
陰口を泰次郎が嫌ったためだといわれている。外国語に堪能な謙吉は総司令部付き
となり、諸外国の新聞記者相手のスポークスマンの役割を務めた。その後伴虜収容
所にも勤務し、同年末には揺国して、引き続き姫路および松山のイ学閲収容所に勤務
した。伴虜交換事務は長引き、 1906年にようやく清国遼陽城で召集解除となった。
この年、ジュネーブ大学に復学し、翌07年に帰国した。こ うして、その華麗な学
歴を了えることとなった。同年11月に中牟田倉之助中将の五女貞子と結婚した。中
牟田は明治初期の海軍兵学頭•横須賀造船所長 ・横須賀および呉の鎮守府司令長官
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などをつとめた人物である。 (2)
この時に媒酌人を務めたのは東郷平八郎元帥であった。これは、東郷が中牟田の
副官だったことがあるという縁によるものであった。なお、貞子のすぐ上の姉鶴子
は建築史学者の伊東忠太に嫁している。したがって、謙吉と伊東とは義理の兄弟と
いう関係になる。
衆議院議員時代
1908 (明治41)年 5月、謙吉は兵庫県郡部選出衆議院議員に当選、 31歳であった。
このときの謙吉の所属会派がどこであったかが問題となる。犬養毅の恋政本党に属
したのではないかとする説があるが、 (3)同年12月に又新会が新たに組織された時点
では、この会に所属していたことが記録から明らかである。 (4)又新会は、猶興会に
属した者と新しく議員となった者の一部が政友会に対抗するためにつくった会派で
ある。同志には島田三郎、尾崎行雄などの名が見える。
しかし、 10年に立恋国民党が組織されると、謙吉はこれに参加した。国民党は憲
政本党、無名会の全員と又新会の半分の議員が新たに組織した政党である。
この少し前まで憲政本党には内紛があった。当時憲政本党は、原敬の政友会が党
勢を拡張してゆくのに対して、これにならって閥族の一部と結んででも勢力を拡大
してゆこうとする大石正巳らの「改革派」と、あくまでも民党としての立場を守ろ
うとする犬養毅らの「非改革派」とが内部抗争を起こしていたのである。その両派
が融和したうえに他会派もあわせて新しい政党をつくったわけである。結党前に新
党準備委員会の示した綱領案に対して、官僚政治打破 ・偏武的政策の矮正などが明
文化されていないとして論難した者たちの中に謙吉の名が見える。 (S)09年には神戸
市会議員にも当選したが、これは一期限りで辞めている。
1912 (明治45)年 5月の第11回総選挙で謙吉は衆議院議員に再選された。兵庫県
の定員11名のうち謙吉は 8番目、斎藤隆夫は最下位での当選であった。二人とも立
憲国民党の所属であった。
この時代には護憲運動がようやく盛り上がりつつあった。護憲派であった犬養毅
の国民党に所属していた謙吉は、民衆の目には自分たちに近いものと映じていた。
ところが、桂太郎内閣との妥協をはかる立場と、民党として藩閥打破を主張する立
場とが国民党の中で衝突し、憲政本党での対立が再現された形となった。桂太郎は
新党、立憲同志会の組織を計画、このため大石正巳らが国民党を脱党し、 40名余が
これに続いた。この中に謙吉も含まれていた。 (6)同時に脱党した斎藤隆夫は次のよ
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うに書いている。少し長くなるが引用してみる。 (7)
二0日、桂首相は新党樹立を発表し、その翌日、国民党の大石正巳、河野広中、
島田三郎、武富時敏、箕浦勝人の五領袖がまず脱党し、これが端緒となりてぞく
ぞくと脱党者が現われ、国民党はほとんど土崩瓦解の運命に立ち至ったから、わ
れわれ兵庫県選出の代議士も進退を決めねばならぬことになった。当時兵庫県出
身の代議士は九名であったが、世間の空気や選挙区の事情等によりて一致の歩調
を取ることが出来ず、その中の肥塚竜、小寺謙吉、大森与三次、横田孝史、柴崎
鹿之助と私の六名は、かくなる以上は国民党の将来には到底望みを期することが
出来ないから、断然脱党して桂公の新政党組織に参加することに決し、二月四日
脱党届を差し出した。（中略）われわれ脱党組は変節漢の汚名を浴びせ掛けられ
て、時々弥次や妨害に遭うこともあったが、私は、心中期するところあり、遠か
らずしてわれわれが先見の明を誇る時の来ることを確信していた。
政友会と国民党とによる憲政擁護会は、議事堂をとりかこんだ数万の民衆の力を
背景に内閣不信任案をつきつけた。「玉座を以て胸壁とし、詔勅を以て弾丸に代え
て政敵を倒さんとするものではないか」という尾崎行雄の桂内閣批判の名演説はこ
のときのものである。
憲政擁護派の標的である桂太郎が作った同志会に謙吉が参加しようとしたことを、
民衆は犬養ならびに擁護派への裏切りであると批判し、実力行使に出た。神戸の小
寺邸には毎晩のように投石が行われ、 3万円かかったという正門は侠客の手で墨汁
によって汚された。 (8)
このときに一つのエピソードがある。邸に乱入した者数人が検挙投獄されたが、
その中の一人が刑期を終わって出所し、差し入れ屋で、毎日自分に差し入れをして
くれたのは誰だったかと尋ねると、それは小寺さんからだとの返事である。自宅に
帰ると、そちらにも付け届けがあったというのに驚き、早速小寺邸に赴いて謝罪を
し、それ以後選挙のたびに謙吉の護衛を買って出て、ついには応援演説をするよう
になり、死ぬまで小寺邸に出入りしていたということである。 (9)
謙吉らの新党参加の行動には解せない点もあるが、謙吉が尊敬していたのは桂太
郎と大隈重信だけで、党首としてそのもとにあった犬養毅や加藤高明とはソリが合
わなかったという証言もある。 (10)その大隈はこの時代には桂に近づき、同志会を
応援していた。
結局桂内閣は 2月11日総辞職をした。同年10月には桂は没し、立憲同志会は加藤
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高明を総理として戴いた。謙吉はここに所属して、次の1915(大正4)年の衆議院
議員選挙にも同会所属で当選した。この時は大隈内閣の時代である。憲政擁護を大
隈の人気で麻痺させたという評もあるように、大隈の支持基盤である非政友会系が
この選挙では勝利を占め、同志会は150以上の議席を得て第一党に躍進した。
翌16年、大隈が首相を辞任し、後継首相に加藤高明を推したものの、元老らの推
薦で寺内正毅に組閣命令が出る。この官僚超然内閣に反対して高田早苗は立憲同志
会・中正会・公友倶楽部の三派の合同を働きかけ、大隈内閣時代の与党各派によっ
て、 10月10日、憲政会が結党された。総裁に推挙された大隈は結局承諾せず、加藤
高明が総裁に就任した。この時の総務には高田早苗、若槻礼次郎、尾崎行雄、浜口
雄幸らの名前が並んでいる。謙吉はこの時、早速整爾等と共に相談役に就任し
,, (11) 
~ ゜
こののち、憲政会の中で謙吉は大きな地位を占めていくことになる。 17年12月の
議員総会では、総裁代理の武富時敏総務が小寺謙吉を代議士会長に指名した。 (l2) 
翌18年5月の兵庫県評議員会では司会を担当し、 9月の近畿支部連合会では座長を
務め、それぞれ寺内内閣を批判する議決をまとめるに力をつくした。兵庫県政界に
おける彼の隠然たる力を示すものである。 (l3) 
謙吉が憲政会の総務となったのは19年のことであった。加藤高明総裁の指名によ
り、武富、浜口、加藤政之助らとならんでの就任であった。これにより文字どおり
の党幹部となったわけである。 (14)
憲政会は20(大正9)年2月普選法案を議会に上程した。議案の説明にあたった
島田三郎はその中で、「［普選案の］中に含まれたところの意味は、きわめて深遠で
あります。いかなる意味であるかといえば、階級制度の打破、いかにして階級制度
を打破するかと申しますれば、選挙権の大拡張であって、世に称する普選案であり
ます。」と述べた。 2月26日の本会議では憲政会の斎藤隆夫がこれに賛成の演説をし、
政友会の小川平吉が反対の演説を行った。
そのあと原敬首相は所見を述べ、議会解散を行った。その理由としてあげたのは、
このような大問題は院内の多数少数で決すべきではなく、国民の世論を問うのが至
当であるというのであった。 I1 5)政府は解散後に改めてその理由を発表したが、そ
こには先の島田三郎の言葉をとらえて、「現在の社会組織を脅威せんとするが如き、
不穏なる思想の潜在あるを見る」とある。小選挙区制がすでに成立していたので、
政友会の勢力を伸長させようとのもくろみが裏にあったといわれる。 (l6) 
この解散を受けて謙吉も立候補したが、兵庫県の定数5名の中に謙吉の名も斎藤
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隆夫の名もなかった。政友会が選挙前の約160人から280名余へと議席を大幅に伸ば
し、逆に憲政会は10人ほどの減となった。政友会の圧倒的勝利である。こののちも
謙吉は党の幹部会や最高幹部会などには出席しているが、さすがに発言力が弱くな
ることはまぬがれなかった。
関東大震災や虎の門事件などをはさんで、 1924(大正13)年に枢密院議長だった
清浦奎吾内閣が成立すると、第二次護憲運動が発足し、加藤高明の憲政会、高橋是
清の政友会、犬養毅の革新倶楽部が結束して政党内閣樹立のための運動を展開した。
このとき、高橋に批判的な者は政友会を脱党して新たに政友本党を結成した。
同年5月に行われた総選挙では護憲三派が勝利を収め、謙吉も憲政会から衆議院
議員に当選した。第一党となった憲政会総裁の加藤高明が組閣した。
おそらくこのときのことであろう、加藤総裁から謙吉のもとに電話がかかった。
某大臣になってくれないかとの話である。外務大臣か文部大臣以外はやりたくない
と常々言っていた謙吉が「某大臣は・…..」と返事をしかけると、電話は切れた。 (17)
某大臣というのが何大臣をさすのかが気になるが、逓信大臣だともいわれている。
ともかくも、こうして謙吉は大臣となる機会を永久に失った。世渡りが決してうま
くなかったらしい不器用さを感じさせる逸話である。やはり謙吉と加藤とはあまり
うまい関係ではなかったのである。
謙吉はこのとき安達謙蔵• 町田忠治ら 6名とともに憲政会総務に就任している
が、 (I8 ) 加藤 • 若槻と続く党首の下で不遇の存在であったともいわれる。 (I 9) 
1927 (昭和2)年 6月、憲政会と政友本党とが合同して立憲民政党が結成された。
政友会とならび立つ二大政党の時代を迎える。浜口雄幸が総裁に就任し、役員名簿
には100名もの名が列挙されているが、謙吉は46名の相談役のうちの一人としてそ
の名が掲げられている。ちなみにこのときに斎藤隆夫は総務、中野正剛は遊説部長
となった。 (20) 
翌年床次竹二郎が民政党を脱党するという事件が起き、直前の衆議院選挙で政友
会と伯仲する勢力を得ていた民政党に波紋を生じた。謙吉自身もまた混乱の中に身
を投じることになる。
関東軍参謀河本大佐らが、この年の 6月、張作媒を爆殺するという事件が起こっ
た。いわゆる満州某重大事件である。この事件の処理をめぐって時の首相田中義一
は浜口民政党総裁と新党倶楽部の床次竹二郎の二人を呼んで、この事件は重要問題
で、影響するところが大きいので議場に出さないよう要請した。床次はそれを受け
入れたが、浜口はつっぱねた。
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衆議院において永井柳太郎や中野正剛ら民政党議員はこの問題をとりあげ、真相
発表を政府に対して要求する決議案を提出し、新党倶楽部もこれに同調した。議案
は22票の差で否決されたとはいえ、これが結局は田中内閣の総辞職に結びつくこと
になる。 (2I) 
この時謙吉は、対支外交を政争の具に供してはならないという立場をとり、浜口
総裁以下の党幹部と意見を異にした。
当時の新聞では、謙吉は田中善立、樋口秀雄、森田茂議員とともに「不平組」と
して扱われている。彼らの主張には、この対支問題ばかりではなく、党内の綱紀改
正、現幹部の引退等の要求が掲げられていた。
8月31日に浜口総裁と会見した謙吉は、
対支問題の如き国家的大問題はあくまで慎重に取扱わねばならぬ、然るに我党
においてはこの国家の重大事を政争の具に供したる憾みがある、如何に［二字不
明］欲からとはいへ外交を政争の具に供するが如き断じて黙視する事が出来ぬ、
又我が党は幣原外交を謳歌するも自分は幣原外交に賛成する事は出来ぬ
と述べ、さらに党の近状について次のような主張をくりかえした。
党の近状についてはいふべき事が多々ある、例へば最近における床次氏の脱党の
如き幹部の専恣横暴と陰謀の結果に外ならぬと思ふ、これらを徹底的に革正さ
る＞にあらざれば立党の精神は失はれるであらう、この現状を改めざる限り自分
は党の将来がどうなるかについて責任を取る事は出来ぬ(22) 
ここで謙吉たちが批判したのは安達謙蔵らの党幹部であった。旧憲政系の処遇に
対する不満があったことは間違いない。その事情もあって不平組と呼ばれた 4人の、
党の政策への批判もそれぞれに異なっていた。
事態を収拾するべく、民政党の相談役が調停役となり、増田義一、斎藤隆夫、岡
崎久次郎の三名は交渉委員として謙吉たちと交渉をも ったが、謙吉は「床次顧問脱
党の真相」と題するパンフレットを発表した。 (23) この行動は党紀を斎乱するも
のであるとして謙吉は離党を勧告されたが、それを拒否した。結局謙吉は除名の処
分を受けることになった。 9月9日に謙吉は次のような声明を発表した。 (24)
今や内外多難の秋に当り朝野両党互に政権に恋々たるのあまり徒らに低級の政
争に没頭しもつて国家百年の大計を閑却するが如きその弊害およぶ所まことに寒
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心に堪へず、幸に余は今回の除籍を好機とし、何等拘束を受けざる自由の天地に
翔飛しつつ広く天下の同志を糾合しもつて多年の素志たる既成政党の打破、政界
の革新、徹底的国策樹立等の緊急的諸問題に勇往邁進せん事を期す
この事件について、時の民政党総裁浜口雄幸の伝記作者は、「党内の不平分子小
寺謙吉君」らを除名し、二三の所属代議士が脱退したが、その後憲政一新会および
新党倶楽部は何れも、田中内閣と妥協提携の歩を進め、田中内閣は漸く来るべき議
会切り抜けの見込みが立った、という意味のことを書いている。 I2 s) またかつて
の同志斎藤隆夫は次のように書いた。 I2 6) 
九月に入りてから民政党内の不平組がな動を始めた。裏面に政府の魔手が伸びて
いることは疑いなき事実である。二、三の代議士が脱党し、小寺謙吉氏は除名処
分を受けた。小寺氏は私と同県の出身であって、私より一回早く代議士となり、
多年同一政党に籍を置いて来たが、今回浜口総裁その他党幹部を悪罵する文書を
公にしたるがために、党規棄乱の理由によりて除名処分を受くるに至りたるは、
氏のためにはなはだ惜しむべきことである。その後氏は政友会に入党したが、引
き続いて二回の選挙に落選して、末路はなはだ振わない。気の毒の至りである。
この評言は謙吉にはいささか酷のようでもあるが、謙吉の、所信を曲げない、な
かなかの熱血漢ぶりがうかがえる。謙吉に続いて除名処分を受けた田中善立、樋口
秀雄は憲政一新会を結成した。謙吉も一時憲政一新会と合流することがとりざたさ
れたりしたが、実際にはこの会に加わった形跡が見当らない。
謙吉がはたして新聞の書くような背後関係をもって行動したのかどうかははっき
りしない。また、今日からみれば、対支外交での不明をも批判することは容易であ
る。ただ、あえて弁護すれば、謙吉の行動には他の不平組と一線を画する部分があ
ったように思われる。それは次に引く、民政党相談役との間で9月3日に行われた
会見での謙吉の主張にもうかがわれるのではなかろうか。 I2 7) 
自分は党内官僚臭を打破して、政策本位の立場にかへる事を要望してゐる、しか
しながら外交問題は国家のため政争の具に供する事は避けねばならぬと思ふ。大
体田中内閣は政党の仮面をかぶつた軍閥内閣でその悪政暴政は極まつてゐる。
ヵ'>る内閣の倒壊が出来ぬ様な事は党の無力からである。この点も不満である。
謙吉は30年の総選挙には「中立」で立ち落選、 32年には政友会から出たが、再び
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落選した。これをもって中央政界での活躍に終止符が打たれた。以後終戦にいたる
間の謙吉について『小伝』には「次第に激しくなるファッショ的な風潮にあきたら
ず、遂に意を政界に断って読書と書画などの趣味の裡に自適の生活を送られたので
ある」とある。同書の年譜には、
昭和12年 コデラ工業所を起し内燃機関の研究に専念
昭和13年 浪速化学工業取締役社長。岩本金山経営
の二つの項目が記されているが、これらは名前を貸した程度のものであるらしい。
三田学園創設
さんだ
謙吉のもうひとつの功績として三田学園の創設があげられる。趣味は、ときかれ
て子弟の教育だと答えたことのある謙吉である。自身の海外での豊富な教育経験を
踏まえて、イートン校を模して三田中学校を開校したのは1912(明治45)年のこと
であった。以後後継者を育てることも含めて、この学園に寄せる愛情は深いものが
あった。
37年の同学園の創立25周年式典は謙吉の還暦祝賀も兼ねて行われた。その際の賀
詞の中で藤本顕道が次のように述べているのが興味を引く。 (28) 
みた さんた
何ぞ早稲田と云ひ、三田と云ひ、三田と云ひ、悉くその名称が田を以てするの奇
なるや、これ天が聖業に対する聖牝の門と定め給ひし者たるや知るべし。
紙幅の関係から同学園についてはこれ以上述べることができないが、 92年には同
学園は80周年を迎えることになり、ますます隆盛を誇っていることを付け加えてお
こう。謙吉は教育については終生関心を持ちつづけ、日立あたりに国際大学を設立
しようとしたこともあったということである。
また、後進を育てるということでは、しばしば物心両面にわたる援助をしている
が、親類にあたる小磯良平がフランスヘ行く時に金のエ面をしたのも謙吉であった。
神戸市長就任
ふたたび謙吉が脚光をあびるのは戦後になってからである。 1945(昭和20)年8
月11日終戦直前に神戸市長となったのは中井一夫であった。戦後の46年、軍国主義
者らの公職追放を GHQは指示し、中井も追放該当者とされた。中井は信任投票に
よって進退を決めると申し出、 3月12日の市会は満場一致で信任の決議をした。し
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かし、追放は避けられない情勢となる。翌47年の 2月をもって中井は市長の椅子を
降りた。 (29) 
このために小寺謙吉市長が誕生することになったのである。初の公選による市長
であった。それまでの市長の選出方法には変遷があるが、戦争中には、市会におい
て候補者を一人選び、内務大臣が上奏裁可を請うという形であった。それが公選と
いうことになって、多少の混乱は避けられなかった。
市長選には 4名が立候補したが、実質的には謙吉と原口忠次郎との一騎討ちとな
った。謙吉は弟の又吉の説得で保守派の民主政治会から出馬することとなったので
ある。党歴が長い謙吉であったから、高齢というハンディキャップはあったものの、
他から文句のつけようがなかった。これに対して原口は保守派から出てもおかしく
ない人物であったが、公認は無理ということで社会党推薦での立候補であった。(30) 
投票は 4月5日に行われた。結果は、謙吉73,318票、原口65,072票であった。
71歳の高齢での市長就任であった。市長としての謙吉の活躍ぶりは『神戸市会史』
が項目ごとに詳しい記述をしており、そこに引用された予算説明や答弁の記録を読
むと、謙吉の肉声を聞く思いがする。これによって小寺市政の一端をうかがうこと
ができる。
当時はなにぶんにも戦後の混乱期であったし、また GHQの意向に左右される面
が強く、財政的にも苦しい時代であり、思うような活動ができる環境ではなかった。
そのために、彼のあとに市長となり長く君臨した原口忠次郎の業績のめざましさと
引き比べたときに、謙吉の仕事が埋もれてしまうのは気の毒なことである。
財源の確保についてはとりわけ腐心したようであり、市会のたびに、謙吉は開き
直ったような答弁をせざるをえなかった。
競輪•競馬の開催を策したのも、もちろん財源の確保をもくろんでのことであっ
た。これらは謙吉の在職中に実現している。ところが謙吉はそれに加えてドッグ・
レースも考え、その検討を助役に指示した。実現性のないことを見越して助役が反
対すると、謙吉はたいそう不満げであったそうである。 (3j) 
もうひとつの懸案は、神戸の特別市制をめぐってであった。府県なみの権限を得
たいという神戸市など五大市側の希望にたいして、府県側の対応は冷たく、 GHQ
の考え方としても、狭い国土に府県だけでも多いのに、これ以上同じような権限を
もつ特別市をもうけるのには反対の空気が強かった。 GHQの担当官が市側にきわ
めて不利な法制の解釈を述べた際に謙吉は憤激して立ち上がり、これに応酬した。
市会議長の中野文門がうしろから謙吉の背広のすそをひっぱって制した。 (32) 
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当時はGHQにたいしては誰もが卑屈であった。しかし、謙吉はこの点違ってい
た。軍政部が鼠や蚊蠅の駆除を市長に命じたとき、謙吉は、「予算がないからでき
ない」と断った。押問答となり、「それではどうすればできるのか」と尋ねる軍政
部長にむかって謙吉は、「あなた方進駐軍が早く本国へお帰りになればよいのです」
と答えたそうである。 (33) 
49年、ドッジ公使が経済安定九原則を声明し、緊縮財政などを強調した。いわゆ
るドッジラインである。アメリカ側の説明会の席上で、謙吉は、「神戸市の復興は
一日も速やかに行うべきである。 神戸市を焼いたのは米軍であるから、これを復興
するのもアメリカの責任である。経済九原則には私はあまり賛成できない」と発言
した。 (34)これを聞いていた助役は、「エライのやらどうなのやらわからんほどエラ
イと思いました」と後に感想を述べている。 (35) 
また、米軍憲兵司令官から売春婦の取締を要請されると、「あんたら軍人が毎日ジ
ープに乗せて走っている女性と売春婦を、市長はよう区別せん」とやり返した。 (36) 
エビソードをいくつか紹介する形になってしまったが、それらの中に謙吉の背骨
の太さを感じることができる。
しかし、市長をつとめたことが、結局謙吉の命を縮めることになってしまった。
神戸港の管理をめぐり、公法人であるポートオーソリティによる管理を主張する
県側と、市とが対立した。 49年9月26日に地方自治庁で調停がおこなわれることと
なり、謙吉は上京した。席上彼は強い語調で、市は妥協せずと宣言した。管理者は
差し当たり神戸市とするとの線で、この問題はのちに落ち着くことになるが、この
会議のあと謙吉は好物のウナギを食べ、夜になってから気分が悪くなり、翌27日午
後11時30分、文京区武島町の自宅で急逝した。肝臓が悪く、医師から脂っこいもの
を禁じられていたのだったが、それが好物だった。
神戸市会では29日の本会議で「追悼の件」が可決され、一同が黙祗をささげた。(37) 
10月3日ベートーベンの交響曲第3番「英雄」の第 2楽章が流れる音楽葬が市正
庁でおこなわれた。早大からは丹尾参事が参列して花輪を贈呈し、総長の弔辞を代
読した。 (38) 
神戸市長となってからの謙吉はそれまでとは別人のような趣がある。衆議院議員
時代には、脱党やら除名やらもあって波乱に富んでいたとはいうものの、代議士の
一人の中に埋没してしまっているのと比べて、市長となってからの謙吉の大きさは
比べものにならない。欧米の大学で学んだ自由主義的な思想が一挙に開花したよう
な印象を受ける。
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しかし、同時に政治家としてはどこかに違和感のあるのも事実である。学歴がず
らりと並べられた経歴一覧は他の代議士の中ではどこか浮いて見える。謙吉は無類
の本好きで、東京にいれば、午前中に本郷の古書店をまわり、午後は神田という具
合だった。おともに祐吉氏などを連れ、書棚から本を選び出しては帳場に持ってい
く。それらがあとでまとめて家に届くのである。
酒も煙草もやらない謙吉には、毎晩その本を読むのが楽しみであった。寝床にま
で本を積み上げ、読んだあとで、この本は早稲田、この本は東大というように寄贈
先が決められる。寄贈する本にはすべて目を通したということである。常々、ポケ
ットに10円しかなくても本を買いたい、と言っていたというほどの稀に見る本好き
であった。
神戸市長に立候補しての選挙運動のときも、車で移動中には本を読んでいた。そ
れを選挙参謀たちが注意すると、さすがに運動中はやめていたが、投票日の朝にな
ると、選挙事務長に「今日はもう本を読んでもよいかねえ」と聞いて、許しを得て
から読んだほどだという。 I3 9 I また、衆議院議員に立候補して落選したその夜に
はもう古書店を歩きまわっていたとも伝えられている。
謙吉には著書も多い。『欧州大戦の真因と交戦列国』（大正書院 1915)では、第一
次大戦の原因はカイゼルにありとして、大戦を官僚政治と輿論政治との衝突と見て、
各国の政治状況を分析している。 『大亜細亜主義論』（東京宝文館 1916)は1300ペー
ジ近い大冊である。これ以外にも訳書が10冊近くあり、その一翌は 『小伝』に記さ
れている。
また、書をよくし、謙堂、五州の号を用いている。まさに文人というにふさわし
い人物であった。
小寺文庫寄贈の経緯
小寺謙吉がなぜ早稲田大学固書館に数多い図書を寄贈するようになったのか、そ
の経緯をみることにしよう。「早稲田学報」 1924(大正13)年3月10日号10ページに
「多数の図書寄贈」という見出しで二段組の記事が載っている。そこには、
昨年稀有の震火災のため帝大図書館を始め公私立大学の書庫及私人蔵書の多数を
消失したるは吾国に於ける文化の償ひ難き損害として吾れ人共に痛惜に堪へざる
処あるが、其がため却て各方面の同情を惹き吾が大学図書館の如きも既報坪内博
士の蔵書寄贈四千三百八十七冊 （錦絵類は計上せず）の外最近左の諸氏より新た
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に大部の寄贈を受けたるは本館の感謝措く能はざる処なり。
とあって、坂田貞臣、佐藤忠三郎、故菊地教授未亡人、島田孝ーと並んで、小寺謙
吉から778冊の寄贈があったことが記されている。これによって、関東大震災によ
る東京帝国大学図書館の図書資料焼失を契機とする一般篤志家の厚意という形で、
大学への図書寄贈が行われたことがわかる。
そのことを裏付ける事務日誌が元館員青木枝朗氏によって発掘されている。日誌
によれば、寄贈の申し込みがあったのは、 1923(大正12)年11月27日のことである。
翌々日100冊の本を受け取りに小林堅三主事が挨拶を兼ねて赴いているようである。
震災からまだ間もない時期のことであった。この後寄贈がしばしば行われて、つい
に36、500冊を越す、「小寺文庫」という一大コレクションが早稲田大学固書館に設け
られることになったのであるが、その第一歩がこの日に始まったわけである。(40) 
では小寺謙吉と早稲田大学との接点は何だったのか。謙吉は東京帝国大学や早稲
田大学以外にも慶応大学や法政大学、中央大学に固書の寄贈を行っているので、(41)
いくつかの寄贈先のうちの一つであったかに見えるが、実は有力な働きかけがあっ
た。そのことを植田清次元文学部教授が書いている。 (42)
この文庫の成立に関して、かつて私は校友故水野正巳氏（大山郁夫先生の義兄）
から聞いたことがある。大正一二年九月関東大震災直後、小寺謙吉氏は当時の東
京帝国大学図書館が多数の蔵書を喪失したことを知り、これに対して書物寄贈の
計画を樹て＞いた。これを知った水野氏は、校友としての立場から、その寄贈計
画のなかに早大と慶応大学とを考慮することを促した。これを小寺氏は快諾し、
やがて陸続として早大図書館に小寺氏寄贈本がとゞくようになった。
ここでは早大への寄贈依頼は水野正巳によるとされている。「大山郁夫先生の義
兄」とあるのでわかるように、大山夫人となった柳子は水野正巳の妹にあたる。(43) 
水野家は兵庫県有馬郡道端村（現在は神戸市）の素封家であった。正巳は東京専
門学校の出身で、男子のなかった水野家の旋子となった。謙吉と同じ兵庫県から代
議士として中央政界に進出する一方、早大評議員として高田早苗とも親しく交わっ
ていた。高田が目をかけていた大山郁夫と正巳の妹柳子との結婚もその縁によるも
のであった。早大と謙吉とを結びつけたのはこの人物であったというのである。同
郷の、また同じ政党に属する政治家として小寺謙吉との接点があったことは間違い
なく、 十分に首肯できる説である。
- 39-
しかし一方で、大隈重信と謙吉との関係によるとの説が従来からある。（い） 事
実謙吉は政治的に常に大隈をはじめとする早稲田関係者との接触をもっていた。記
録上では小寺文庫をめぐっての両者の接触はまだ明確ではないものの、 1919(大正
8)年11月13日に憲政会代議員や県会議員らが大隈邸を訪問する機会があり、武富
と謙吉の二人が総務としてこれを引率し、邸園巡覧ののち茶菓の供応を受け、大書
院で大隈の演説を聴いていることなどは、具体的な接触の一例となるであろう。(45)
もう一つ興味深い資料がある。「早稲田学報」 323(大正11年 1月10日）号に「小
寺謙吉氏の篤志」という見出しで次のような短い記事が載っているのである。 (46) 
兵庫県小寺謙吉氏は、氏が嘗て亜米利加に留学して、研究せられたる国際法に
関する蔵書を挙げて本大学に寄贈し、猶ほ将来之に要する資金も寄附の旨承諾せ
らる。
これは従来言われていたように関東大震災をきっかけとして謙吉による図書の寄
贈が始まったという見解を翌すものである。これで見ると、震災よりも 2年近くも
前から寄贈の話があったことになる。すると、先に引用した水野正巳を仲立ちとし
て寄贈がはじまったという証言の信憑性も疑われることになる。確かに実際の寄贈
は震災後であり、水野から謙吉に依頼が行われたということがあったとしても、そ
れは寄贈のそもそものきっかけではないことになるのである。
謙吉は1925(大正14)年11月に早稲田大学の校賓に推薦されている。また、奇し
くも先に引用した「小寺謙吉氏の篤志」を掲載した「早稲田学報」の発行日と同じ
1922 (大正11)年 1月10日に死去した大隈重信の葬儀においては葬列係の一員とし
て名前があがっている。(,,7)そのあたりにも謎を解くかぎがありそうな気がする。
膨大な小寺文庫の寄贈のきっかけは、残念ながら現在のところこれ以上は不明で
あるが、大隈重信ならびに早稲田大学との絆は強いものがあったことを取わせる。
こうして始まった固書の寄贈が長く続いた背景には、固書館が整理したリストを
早く送ったことが、謙吉の心証を良くしたことがあった。 (48)小寺文庫は謙吉が、
一冊一冊を早大のために選んで成ったという点で特筆される。この文庫を眺めると
き、固書と早大に寄せる謙吉の愛情の重さを感じるのである。
注
(1) r小寺謙吉先生小伝』（三田学園 1962)同書は年譜と追想記で構成されているが、謙
吉の伝記として最も詳しいものであり、本稿執筆に際しても参考にさせていただいた。
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ことに、資料の少ない学生時代までの事実に関しては、ほとんどをこの書によってい
る。（以下 『小伝』と略す）
(2)中村孝也『中牟田倉之助伝』（中牟田武信 1919) 
(3)前掲 r小伝』36頁
(4) r議会制度七十年史 政党会派篇』（大蔵省印刷局 1961) 374頁
(5)『立惑民政党史 前篇』（明治百年史叢書原書房 1973) 208頁
(6)同前 262頁
(7)斎藤隆夫 r回顧七十年』（中公文庫 1987) 33~34頁
(8)今井消ー『大正デモクラシー』（「日本の歴史」 23 中央公論社 1966) 31頁
(9)船橋静ー「思い出の数々」（前掲『小伝』）93~94頁
(10)阿部環「続神戸市長物語 4 小寺謙吉」（神戸市史紀要 神戸の歴史」第11号 1985) 
28頁
(11) 前掲 『立憲民政党史前篇』 368~370頁 および 『憲政会史上』（明治百年史叢書
原書房 1985) 16頁
(12)前掲 r憲政会史上』84頁
(13)同前 120、128頁
(14)同前 158頁
(15)斎藤隆夫前掲書 56頁
(16)植原悦二郎『日本民権発達史 第 2 巻』 so~s1頁
(17)前掲り」ヽ伝』 40頁
(18)『立憲民政党史 後篇』（明治百年史叢書 原書房 1973) 596頁
09)前掲「続神戸市長物語 4」28頁
(20) 前掲 r立憲民政党史後篇』 724~727頁
(21)同前 738~740頁
(22)「東京朝日新聞」昭和 3年 9月2日夕刊
(23)同前昭和 3年9月7日
(24)同前昭和 3年 9月10日
(25)関根実 『浜口雄幸伝』（同刊行会 1971) 248頁
(26)斎藤隆夫前掲書 81頁
(27)「東京朝日新聞」昭和 3年 9月4日
(28) 前掲 『小伝』 29~30頁
(29)阿部環「続神戸市長物語 3 中井一夫」（「神戸市史紀要 神戸の歴史」第9号 1984) 
58頁
(30)神戸市会事務局編刊 『神戸市会史 第 4巻』(1978)64頁
(31)前掲「続神戸市長物語 4」19頁
(32)前掲「続神戸市長物語 4」19頁および関外余男「小寺市長を偲ぶ」（前掲 『小伝』）
84頁
(33)前掲「小寺市長を偲ぶ」 84頁
(34)同前 85~86頁
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(35)前掲「続神戸市長物語 4」23頁
(36)同前 24頁
(37)前掲 『神戸市会史第4巻』68頁
(38)「早稲田学報」昭和24年10月号
(39)船橋静ー「思い出の数々」（前掲『小伝』） 92~93頁
(40)青木枝朗「小寺文庫のこと 再び」（「蔦」 No.4 1978) 
(41) 前掲 『小伝』 48~53頁に早大•慶応大・東大 ・ 法政大における謙吉寄贈図書の保管状
況が紹介されている。なお、中央大への寄贈は、祐吉氏の直話によれば、謙吉の姉常
子が嫁した土方寧が中央大教授を勤めた縁によるものである
(42)植田清次「小寺文庫」（「早稲田学報」昭和24年11月号）
(43)『大山郁夫伝』（中央公論社 1956) 49頁
(44)兵庫県教育委員会編刊 『郷土百人の先覚者』(1967)の「小寺謙吉」の項には、「大正の
ころ神戸港拡張や国鉄高架問題で首相加藤高明に迫り、あまり強引だったので首相に
追い出されたことがあった。その後大隈の力で小寺の主張がとおり、これが早大小寺
文庫のきっかけだといわれている。」との記述がある。
(45)前掲 『惣政会史上』 204頁
(46)『早稲田大学固書館史』(1990)33頁
(47)「早稲田学報」第325・326号(1922年4月10日発行） 76頁
(48)「早稲田大学図書館八十年の回顧と百年への展望」（「早稲田大学図書館紀要」第4号
1962)268~271頁
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